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午前11時42分開会

会議に付託された議案等

○委員長の互選

○副委員長の互選

○次回委員会について

出席委員（12人）

委 員 長 佐 藤 雅 洋

副 委 員 長 横 田 照 夫

委 員 星 原 透

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 丸 山 裕次郎

委 員 西 村 賢

委 員 内 田 理 佐

委 員 日 髙 利 夫

委 員 岩 切 達 哉

委 員 渡 辺 創

委 員 重 松 幸次郎

委 員 来 住 一 人

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

政策調査課副主幹 田 代 篤 生

政策調査課主任主事 佐 藤 晋一朗

○徳重委員 ただいまから新型コロナウイルス

等感染症対策特別委員会を開会いたします。

ただいま、本会議において本委員会の委員が

選任されましたので、正副委員長互選のため、

委員会条例第10条の規定により、私が年長委員

として委員会を招集いたしました。

したがいまして、委員長の互選終了まで、し

ばらくの間、座長を務めさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。

それでは、ただいまから委員会条例第８条第

２項の規定により、委員長の互選を行います。

この場合、お諮りいたします。

互選の方法は、投票または指名推選でありま

す。いかがいたしましょうか。

〔「指名推選」と呼ぶ者あり〕

○徳重委員 では、指名推選の方法で行いたい

と存じますが、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○徳重委員 御異議なしと認めます。

よって互選の方法は指名推選により行うこと

に決しました。

それでは、私から指名いたしたいと思います

が、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○徳重委員 御異議なしと認め、佐藤雅洋委員

を委員長に指名いたします。

お諮りいたします。

ただいまの指名のとおり決することに御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○徳重委員 御異議ありませんので、佐藤雅洋

委員が委員長に選任されました。

次は副委員長の互選でございますが、ただい

ま、委員長に佐藤委員が選任されましたので、

委員長にかわっていただき、副委員長の互選を

お願いいたしたいと存じます。

御協力ありがとうございました。

○佐藤委員長 それでは、ただいまから委員会

条例第８条第２項の規定により、副委員長の互

選を行います。

この場合、お諮りいたします。

互選の方法は、投票または指名推選でありま
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す。いかがいたしましょうか。

〔「指名推選」と呼ぶ者あり〕

○佐藤委員長 では、指名推選の方法で行いた

いと思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○佐藤委員長 御異議なしと認めます。

よって、互選の方法は指名推選により行うこ

とに決しました。

それでは、私から指名いたしますが、御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○佐藤委員長 御異議なしと認め、横田照夫委

員を副委員長に指名いたします。

お諮りいたします。

ただいまの指名のとおり決することに御異議

ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○佐藤委員長 御異議ありませんので、横田照

夫委員が副委員長に選任されました。

以上で正副委員長の互選は終了いたしました。

御協力ありがとうございました。

ただいま委員長の指名をいただきました佐藤

雅洋です。まだまだ未熟ではありますけれども、

皆様の御協力をいただきながら、しっかりと役

目を果たしたいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。

○横田副委員長 佐藤委員長をしっかりと支え、

役割を果たしていきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。

○佐藤委員長 それでは、書記の紹介をいたし

ます。

正書記の田代副主幹でございます。

副書記の佐藤主任主事でございます。

次回の委員会は、５月17日月曜日、午前10時

から開催を予定しております。

場所は、この第３委員会室を予定しておりま

すので、よろしくお願いいたします。

なお、次回委員会の調査内容は、正副委員長

に御一任いただきたいと存じますが、よろしい

でしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

それでは、そのような形で準備をさせていた

だきます。

本日はこれで閉会いたします。

午前11時47分閉会
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署 名

新型コロナウイルス等感染症対策特別委員会委員長 佐 藤 雅 洋




